
公立大学法人   都留文科大学 

 

第 17 回教育研究審議会 
 

議事概要 
開催日：平成 28年 12月 21日（水） 

場  所：本部棟 3階大会議室 

出席者：福田誠治学長、阿毛久芳副学長、新保祐司副学長、谷内治彦事務局長、酒井利光理事、 

中地幸研究科委員長、中井均学長補佐、平野耕一学長補佐、寺川宏之初等教育学科長、 

古川裕佳国文学科長、前田昭彦社会学科長、伊香俊哉比較文化学科長、 

今井隆図書館長(兼)情報ｾﾝﾀｰ長、田中昌弥教職支援ｾﾝﾀｰ長、鳥原正敏地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、 

大辻千恵子国際交流ｾﾝﾀｰ長、矢嶋亘総務課長、齊藤浩稔経営企画課長、菊地保学生課長、 

竹島達也英文学科長代行 

■挨拶 

  福田誠治学長よりあいさつ 

 
議    事   

（１） 専任教員の採用について（情報センター・情報教育）（投票） 

○投票の結果、信任多数により承認。 

  

（２） 特任教員の採用について（国際教育学科・特任Ｃ）（投票） 

○投票の結果、信任多数により承認。 

 

（３） 専任教員の採用について（地域社会学科準備室・社会科教育）（投票） 

○投票の結果、信任多数により承認。 

 

（４） 特任教員の採用について（学校教育学科準備室・解析学）（特任Ａ）（投票） 

○投票の結果、信任多数により承認。 

  

（５） 特任教員の採用について（学校教育学科準備室・確率統計）（特任Ｂ）（投票） 

○投票の結果、信任多数により承認。 

  

（６） 平成 28 年度専任・特任人事について（継続審議） 

○担当から資料 6に基づき説明。 

審議の結果、下記の募集について、一部を修正し提案通り承認。  

推薦公募で募集を開始する。 

 

◇憲法（地域社会学科） 

 

（７） 専任・特任教員の採用について（学校教育学科準備室）（提案） 

○担当から資料 7-1,7-2,7-3,7-4に基づき説明。 

 

◇学校教育学科（教育制度論） 

 審議の結果、2週間の閲覧に供し次回投票を行う。 

  

◇学校教育学科（体育（スポーツ社会学）） 

 審議の結果、2週間の閲覧に供し次回投票を行う。 

  

◇学校教育学科（特任 Aタイプ・化学） 

 審議の結果、2週間の閲覧に供し次回投票を行う。 



 

◇学校教育学科（数学教育） 

 審議の結果、2週間の閲覧に供し次回投票を行う。 

 

（８） 専任教員の採用について（比較文化学科）（欧米文化·比較文化論）（提案） 

○担当から資料 8に基づき説明。審議の結果、2週間の閲覧に供し次回投票を行う。 

 

（９） 非常勤講師の担当科目コマの発議について（英文学科） 

○担当から資料 9に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

・心理言語学 

 

（10）非常勤講師の授業担当科目に対する意見書について（特殊事情）（継続審議） 

○担当から資料 10に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（11）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案について（社会学科） 

○担当から資料 11-1,11-2に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

・民俗学 

 

（12）非常勤講師の担当科目コマの発議・提案について（比較文化学科） 

 ○担当から資料 12-1,12-2,12-3,12-4に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

  ・国際法 

  ・人権論、国際社会と法 

    ・Communicative English Ⅰ・Ⅱ 

 

（13）共通外国語非常勤講師の再公募について（英語） 

 資料 13に基づき説明。審議の結果、一部を修正し提案通り承認。 

 

（14）H29 担当科目調査票の進捗状況について 

   ○担当から資料 14に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

     

（15）非常勤講師の授業担当科目について（第 5回）(第 6回) 

   ○担当から資料 15-1,15-2に基づき説明。 

審議の結果、一部をペンディングとし、その他については提案通り承認。 

 

（16）平成 29 年度授業開講科目について 

      ○担当から資料 16に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（17）都留文科大学における教育研究環境配慮義務の運用方針について（継続審議）  

  ○担当から資料 17に基づき説明。審議の結果、継続審議。 

 

（18）社会科免許問題について 

○担当から資料 18に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

（19）平成 28年 12月 20日付けで提出された文書に対する回答について 

 ○担当から資料 19-1,19-2に基づき説明。審議の結果、提案通り承認。 

 

３ 報  告 

（１） 英文学科グローバル・キャリア・プログラム特別講座の講師について 

○次回報告を行う 

 

（２） 職員懲戒規程に基づく教育研究審議会の審議結果の理事会への報告について 

○担当から資料 21に基づき説明。 



 

（３） その他 

○担当から昇任対象者と平成 30年度学外研究対象者の手続きについて説明。 

 

以上 


